令和４年度　青森県中学校体育大会冬季スキー競技大会　
新型コロナウイルス感染症感染予防対策ガイドライン
１　大会開催の判断　　
青森県中学校体育連盟大会実施上のCOVID-19感染拡大予防ガイドラインにより判断する。
２　大会関係者の参加可否の判断
青森県中学校体育連盟大会実施上のCOVID-19感染拡大予防ガイドラインにより判断する。
３　提出書類等について　
	№
	提出書類
	様式
	提出日
	提出先

	１
	参加同意書
（回収）
	県中体連
様式２・・・・・P22
	12月８日（木）
申込時までに
	学校保管


	２
	健康観察表（７日間分）
	スキー専門部
様式１・・・・・P２３
	１月１１日（水）
	顧問保管

	３
	健康チェックシート（大会用）
	県中体連
様式１－１…P２４
	１月１２日（木）～
１月１４日（土）
	顧問保管

	４
	学校同行者一覧表
（作成）
	県中体連
様式１－２…P25
	１月１２日（木）～
１月１４日（土）
	アルペン：今井
クロカン：根岸

	５
	観戦申込書
（回収⇒PDF提出）
	スキー専門部
様式２・・・・・P２６
	１月１1日（水）
	大会事務局
（南中体連：今井）へ提出


　
４　競技運営について
（１）青森県スキー連盟競技役員、県中体連スキー専門部役員、参加校教員（旗門員等）及び県高体連スキー専門部員で運営する。
（２）開会式および閉会式は実施しないが、監督会議と上位大会出場のための打合わせは行う。
（３）各種目の賞状等については、入賞した各校の引率教員が大会本部（大鰐中学校）に取りに来る。
（４）競技成績の速報、競技中のレース動画配信（インターネットでのライブ中継、動画配信サイトへのアップロード等）は行わない。大会公式成績表を青森県スキー連盟ホームページに掲載する。
（５）観戦来場は、観戦申込書に記載のあった家族のみとし、指定された場所で、適切なｿｰｼｬﾙﾃﾞｲｽﾀﾝｽをとって観戦していただく。（受付を設置し確認することが難しいので、設置しない。）

①　スタート地点、フィニッシュ地点等の立入禁止場所への出入りを禁止し、観戦場所は場内放送や標示などで周知する。

②　マスク着用と大声での応援や集団での応援は行わないこともアナウンスする。
（６）プログラム販売は行わない。（各チームに２部配付する）
（７）選手は朝に検温や体調を確認し、異状がなければ、学校ごとに来場する。選手受付は各競技本部とし、監督（引率者）がビブを受け取る。（CCリレーについては事前配付）
（８）競技役員は事前に検温を済ませてから来場し、役員受付時に検温記録簿に各自で記入する。事前検温で３７．５℃以上の場合は、当日の運営業務から外れ、自宅で経過観察する。
（９）競技本部内は十分換気するため、一部の窓を定期的に開放する。
（1０）各競技本部内では３密を避ける工夫をし、手指消毒および空間除菌を徹底する。

（1１）競技使用機材の扱いに注意を払いながら消毒等を徹底する。
（１２）県内報道関係者については、新型コロナウイルス感染症防止対策（検温等の健康観察、マスク着用、手指消毒等）を徹底する。また、各社腕章やビブ等を使用し、県内報道者であることを明示し、短時間での取材対応を依頼する。
（13）スキーメーカーサービスマンについては、新型コロナウイルス感染症防止対策（検温等の健康観察、マスク着用、手指消毒等）を徹底し、選手のサポートを行う。また、各社ウエア等を着用し、サービスマンであることを明示する。

（14）競技会場で新型コロナウイルス症状等の疑いがあれば、事務局（委員長）より弘前保健所に連絡する。怪我については当該校の引率者が対応し、緊急性のあるものは事務局が対応する。
５　参加校への依頼事項

（１）提出書類を提出する。

（２）各自でマスクを用意して、練習や試合以外の時間帯や会話する際には必ずマスク着用とする。
（３）持ち込みテント内では、密になることを避け、複数の参加者が触れる場所の消毒を行う。テント設置については主催者の指示に従う。
（４）競技中は大声での応援、集団での応援は控え、拍手やメガフォン等による応援とする。
（５）ソーシャルディスタンスを確保する。（１ｍ以上の確保）
（６）運動負荷の高い場合は呼吸が激しくなるため、より一層距離を空ける。（２ｍ以上の確保）
（７）練習中や競技中に痰や唾を吐く行為は、極力行わない。
（８）鼻水や唾液等が付着したゴミ（ティッシュ、マスク等）は、ビニール袋などに入れて密閉して、各校が責任をもって廃棄する。また、競技会場で出たゴミは、各校が責任をもって、すべてを持ち帰る。
（９）こまめな手洗い、アルコール等により手指を消毒する。（各学校で持参）
（10）スキー用具、飲み物やコップ、タオル等の必要品の共用をせず、個人専用品を準備して使用する。
（11）スキー場のレストハウス（レストラン）等を使う場合は、施設が定めている新型コロナウィルス感染予防措置をしっかりと行う。
（12）宿泊施設内では、新型コロナウイルス感染症予防の工夫をする。
①　マスクの着用、手指消毒等を徹底して行い、施設で定めている感染予防措置をとる。
②　施設内での飲食については指定場所以外で行わない。

③　周囲の人となるべく距離を取って対面を避け、会話は控えめにする。
（13）大会終了後７日間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、速やかに濃厚接触者の有無等について、事務局へ必ず報告する。
